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　本稿では，日本・韓国・台湾における結婚移住女性のメンタルヘルス研究について文献レビュー

を行った。1）韓国・台湾における研究では，英語，日本語で書かれた21件の論文を対象とした。2）

日本の研究では，精神科を受診した外国人患者に関する研究，外国人全般に関する研究，結婚移住

女性に関する研究，DV 被害女性に関する研究，外国人母親に関する研究から34件の文献を対象と

した。

　その結果，1）韓国・台湾の研究では，概ね結婚移住女性のメンタルヘルスは現地女性よりも良好

ではないことが示されていた。研究上の特徴として，対象者が韓国や台湾と経済格差がある国出身

者に限られていること，使用されている尺度・指標が多様であり，研究の信頼性や妥当性に課題が

あることがわかった。また2）日本の研究は，韓国・台湾の研究と比較して，大規模な量的調査がほ

とんど行われていないこと，母子保健の領域に研究が偏っていることが明らかとなった。

キーワード：結婚移住女性，外国人女性，メンタルヘルス，異文化ストレス，国際結婚

Ⅰ　問題と目的
1　研究の背景

　2016年末現在，日本に在住する外国人は，223万2189人と過去最高に達した（法務省，2016b）。日

本の総人口が減少傾向にある（総務省統計局，2015）一方で，日本で暮らす外国人は漸増傾向にあり，

中でもニューカマーである一般永住者は増加し続けている（法務省，2011；法務省，2016a）。さらに

年間約1万人が日本に帰化している（法務省，2016c）。彼・彼女らは，在留外国人統計からは消えて

しまうため，日本で暮らし外国にルーツをもつ人は公表されている在留外国人数を大きく上回るこ

とが想定される。

　日本で暮らす外国人を在留資格別に見ると，オールドカマーである特別永住者を除き，一般永住

者，定住者，日本人の配偶者といった帰国を前提としない外国人が45％，約半数を占める（法務省，

2016b）。そのうち女性は61％にのぼる。落合・カオ・石川（2007）によると，外国人単純労働者の長

期滞在を厳格に制限している日本では，新規流入外国人に占める婚姻移動の割合が高いという。日
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本における国際結婚は，妻が外国人の婚姻件数が約71％を占めている（厚生労働省，2016）。これら

のことから，ニューカマー定住外国人の特徴として，日本人男性と結婚した外国人女性が浮かび上

がってくる。

　日本における結婚移住女性の抱える困難や適応は，80年年代後半以降に農村に嫁いだ「農村花

嫁」，「外国人妻」の問題として報告されてきた（武田，2011；賽漢卓娜，2011；佐竹・ダアノイ，

2006；宿谷，1988）。また精神医学的視点から，ストレスや適応の問題を抱えることなどが多く指摘

されている（五十嵐，1995；桑山，1995a）。しかしながら心理学的視点に立った異文化研究では，外

国人留学生に関する研究が最も蓄積のある分野であり，結婚移住女性に関する研究が非常に少ない

のが現状である。

2　目　的

　そこで本稿では，日本・韓国・台湾における結婚移住女性の精神的健康，ストレスに関するこれま

での研究を整理することを目的とした。韓国・台湾では，近年日本以上に国際結婚が増加しており，

心理学的研究も盛んにおこなわれていることからこれらの地域を含めることとした。日本における

結婚移住女性のメンタルヘルスに関する研究は，一條（2012）においてまとめているが，新たな資料

を加えて考察を行うこととする。

3　用語の定義―結婚移住女性

　本稿では，日本人男性と結婚した外国出身女性を結婚移住女性とし，日本に帰化した外国人女性

も含める。結婚移住女性（marriage immigrant women），結婚移民（marriage immigrant）は，経済

的に豊かな国の男性と結婚する場合に用いられることもある。また日本では，過疎高齢化の進む地

方において，経済格差を背景として仲介型国際結婚した外国人女性に用いられている場合もある。

このような使用例において，結婚移住女性は，「農村花嫁」，「外国人花嫁」，「外国人妻」といったス

テレオタイプ化1したイメージと結びついている。しかしながら，国の経済格差を根拠に結婚を経

済目的と断定することも，自由恋愛だからといって経済目的ではないと断定することも困難である。

また自由恋愛か経済目的かで結婚を分けることで，石井（2005）は，「経済的な目的目当てで結婚し

た人を『不純な』『本来の形でない』結婚として，周縁化する傾向を持っている」と指摘する。さらに

は，どのような経緯で結婚したかに関わらず，異文化で生活することはストレスフルなことである

し，もし結婚経緯によってメンタルヘルスの状態や適応が異なるのであれば，研究対象を限定した

ままでは，比較検討を行うこともできない。したがって本稿では，単に日本人男性と結婚した外国

出身女性という意味で用いることとする。

Ⅱ　研究1　韓国・台湾における結婚移住女性のメンタルヘルス研究
1　はじめに―アジアにおける「国際移動の女性化」と結婚移住女性

　小ヶ谷（2013）によると，アジア域内における女性の単身国際移動は，1980年代中頃からアジア
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NIEs2の経済力上昇を受け，特に家事労働者の移動を中心に「移動の女性化（feminization of  

migration）」を大規模に引き起こしてきた。「単身で移動するのは男性であり，女性はその後に呼び

寄せられる家族移民である」という移民理論の定説をくつがえすような状況が，とりわけアジアに

おいて急速に出現するようになった。

　「国際移動の女性化」は，女性の国際移動が量的に増えただけでなく，質的にみると，行く先々で

女性移住者が担う活動や役割は家事，子育て，高齢者ケア，看護といった分野に集中しており，国際

結婚の場合にも家族形成に深くかかわっている（伊藤，2008）。「国際移動の女性化」はグローバリ

ゼーションの過程がモノやサービスの生産領域だけでなく，生殖やケア労働といった人間の再生産

領域にまで深く食い込んできていることの表れである（伊藤，2008）。日本では，移住家事労働者の

導入はされなかったものの，80年代以降，大量の「ホステス（＝エンターテイナー）」がフィリピン，

タイなどから来日し，これと並行してアジア諸国出身女性との国際結婚も増加した（伊藤・足立，

2008）。この国際結婚の傾向は，韓国や台湾でもみられる。

　Kim（2010）によると，韓国では，90年代半ばから，韓国人男性と経済的な安定を求める外国人女

性の結婚が増加し始め，90年代後半に急増した。韓国人男性と外国人女性との婚姻は，都市部よりも，

農漁村地域を含む地域の占める比率が高く，2009年，韓国内で婚姻した農林漁業に従事する韓国人

男性の35.2％が外国人女性と婚姻しており，そのうち農漁村地域に限っては，38.7％とさらに高い数

値になっている（自治体国際化協会ソウル事務所，2011）。また国籍別では，2009年の韓国男性と外

国人女性との婚姻のうち，中国（45.2％），ベトナム（28.8％），フィリピン（6.5％）の順であり，3カ国

が占める比率は80.6％で大部分を占める（自治体国際化協会ソウル事務所，2011）。国際結婚の増加

に伴い結婚移住女性の DV 被害や健康領域において言語的・文化的問題を抱えることが浮き彫りと

なってきた（Kim，2010）。韓国政府は，2007年に「在韓外国人処遇基本法」を，2008年には，「多文

化家族支援法」を制定し，保健福祉家族省による3年毎の実態調査，差別や偏見の防止と多様性を認

める土壌づくり，多文化家族への情報提供や教育支援を推進していくことの必要性が盛り込まれた

（尹・朴・鄭・金・中嶋，2012）。

　また台湾では，90年代以降中国大陸，東南アジア系女性と台湾人男性との結婚が増加し，2003年

には結婚全体の約3割を占めた（横田，2008）。国籍別では，1987年から2007年までの累計で，中国，

ベトナム，インドネシアの順に多い（（横田，2008）。ウ（2010）は，結婚移住女性は家庭内問題と社

会的問題に直面するとし，家庭内問題として，言語障壁と文化的差異，結婚当事者の教育レベルの

低さ，経済的脆弱性，家庭内不和と権力の不均衡，地域社会との隔絶，育児と教育があり，社会的問

題として偏見を挙げている。台湾政府は，「外籍興大陸配偶照顧輔導措施」（外国籍および中国籍配

偶者ケア・指導対策）を取り，2005年より10年間，予算を組み，結婚移住者の適応指導教室や語学教

室，子ども支援を進めている（横田，2008）。2005年から2008年の施政方針に結婚移住者の生活適応，

言語教育，関連する特別研究，親教育，法律支援などが盛り込まれ，予算がつけられた（ウ，2010）。

　このような状況を背景として，近年，韓国や台湾において，結婚移住女性のメンタルヘルスに関

する研究が行われている。
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2　方　法

　論文検索ツール EBSCO host を用いて，「MEDLINE」，「Academic Search Premier」，「CINAHL」か

ら，検索式「women or female」「immigrant*」「married or marriage」「stress or anxiety or depression 

or mental」で文献を抽出し，研究対象や内容，地域（韓国・台湾）を吟味した。また抽出した文献の

引用リストなどからも文献を抽出し，英語もしくは日本語で書かれた文献21件（韓国10件・台湾11件）

を対象とした。それぞれの研究の規模や用いられている尺度について表1にまとめた。尺度は，人

口学的な指標や言語能力を除き，メンタルヘルスの指標とその他の指標に分けた。標準化されてい

ない指標は，具体的な内容あるいは文献内の引用をそのまま記した。

3　結　果

1）韓国における結婚移住女性のメンタルヘルス研究

　メンタルヘルスを測る指標はさまざまであるが，多くの研究が現地の女性よりも移住女性の方が

悪い状態にあると結論付けている（Im, Lee, & Lee, 2014；Kim, Yang, Kwon & Kim，2011；Kim & 

Kim，2013；Lee, Park, Hwang, Im & Ahn，2014）。抑うつに関連のある変数として，生活満足度（Kim 

& Kim，2013），文化変容ストレス（Kim & Kim，2013；Kim, Kim, Moon, Park & Cho，2013），韓国

語能力（Kim et al.，2011；Kim & Kim，2013；Kim et al.，2013），結婚満足度（Kim et al.，2013），世

帯構成（Kim et al.，2013），家族からのサポート（Kim et al.，2011），出身国，死産経験，健康認知，

食事を抜くこと，運動（Kim, Yang, Chee, Kwon & An，2015）が挙げられている。また精神的健康

では，「家族・近隣の人々に対する否定的感情」と「経済的逼迫感」（尹他，2012），結婚満足度（Lee 

et al.，2014）が関連する変数であった。

　結婚移住女性のストレスに関する研究も行われており，ストレス尺度は家族，親，文化，経済の4

因子から構成されることが明らかにされている（Park, Yang & Chee，2016）。ストレスに影響を与

える変数として，韓国語能力，経済力の違いによりストレスに差が生じていた。

　産前ケアとソーシャルサポート，ストレスに関する研究（Kim, Choi & Ryu，2010）や心理的問題

と不適切な食事の関連を指摘した研究（Hwang, Lee, Kim, Chung & Kim，2010）も行われている。

2）台湾における結婚移住女性のメンタルヘルス研究

　Yang & Wang（2011a，2011b）は，結婚移住のベトナム人女性と台湾人女性の HRQL（Health-

related quality of life）の比較をおこない，ベトナム人女性の健康状態が良好ではないことを明らか

にし，身体的健康よりもメンタルヘルスの方が良くないことを報告している。Shu, Lung & Chen

（2011）も精神障害が疑われる人の割合は，台湾女性よりベトナム，インドネシア女性の方が高いと

する。一方，Chou, Chen, Liu, Ho, Tsai, Ho, Chao, Lin, Shen & Chen（2010）の研究では，結婚移住

女性と現地女性の QOL と抑うつの比較した結果，大うつエピソードを持つ割合は，現地の女性と

比べて，結婚移住女性の方が低く，QOL も高かった。この結果は，先行研究の結果と異なるとした

上で，その要因について，第一により過酷な状況から逃れて移住してきたためストレスを低く評価

した可能性があること，第二に出身国でのうつ病率が低いこと，第三に台湾政府の支援の成果，第
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四に比較対象にバイアスがあった可能性を述べている。

　人口学的変数との関連では，居住年数，子の数，婚姻状況，教育レベル，配偶者の宗教，配偶者の

雇用状況，文化変容レベルがメンタルヘルスに関連することが指摘されている（Yang & Wang, 

2011b）。

　Kuo, Chang, Chang, Chou & Chen（2013）は，文化変容態度（分離・同化・統合・周辺化の4類型）

の台湾版を用いて，ベトナム人がフィリピン人より分離が多いこと，夫が一時雇用者であるほど，

周辺化されやすいこと，教育レベルが高い人ほど統合傾向にあることを明らかにした。

　Lin & Hung（2007）は，生活適応とソーシャルサポート，抑うつの関連について検討を行ない，ソー

シャルサポートと生活適応度に正の相関が，ソーシャルサポートと抑うつ，生活適応度と抑うつに

負の相関があることを明らかにした。個人属性との関連では，滞在年数，結婚年数，夫の年齢とソー

シャルサポートの間に正の相関があり，使用言語，夫との出会い，居住形態によってソーシャルサ

ポートに差が，また収入よって，抑うつ度と生活適応度に差がみられたとしている。

　都市と地方の結婚移住者の比較研究（Chen, Shiao, Lin, & Lin，2013）によると，身体的健康で，都

市と地方の差はみられなかったが，メンタルヘルスでは地方の方が不良であった。また地方ではソー

シャルサポートがメンタルヘルスと身体的健康のキーとなる一方で，ソーシャルサポートに加え，

文化変容度，社会経済的地位，家族構造が都市の移住者にとって重要であることを明らかにしてい

る。

　また母親（Chou，2010）や産後うつ（Chen, Hwang, Tai & Chien，2013；Huang & Mathers，2008）

といったテーマでも調査が行われている。結婚移住の母親の70％は心理的問題を抱え，24％が抑う

つ状態にあり，この調査では，人口学的変数のうち滞在年数だけが抑うつを予測する変数となった

（Chou，2010）。同書は，出身国に対する差別や偏見，家庭内での文化的衝突や孤独を経験することで，

滞在年数が長くなるにつれて，自虐的，孤独になるとし，自文化からの長期間の分離とソーシャル

サポートの欠如が抑うつと滞在年数の長さを関連づけているとする。

　産後うつとの関連では，結婚移住女性の産後うつは現地の女性より高いこと（Huang & Mathers，

2008），産後のソーシャルサポートは，直接的，間接的に産後うつを軽減することが指摘されている

（Chen, Hwang, Tai & Chien，2013）。

4　考　察

　韓国，台湾における結婚移住女性のメンタルヘルス研究の特徴として，研究対象者の特異性を指

摘できよう。韓国，台湾における結婚移住女性研究は，社会経済的な現象である「国際移動の女性化」

を背景として盛んに行なわれるようになってきた。したがって，当然のことながら研究対象者は，

韓国，台湾よりも経済力が低い国あるいは地域，出身の結婚移住女性たちということになる。欧米

における異文化間結婚の研究（Kahn，1997）や当事者たちの体験（大沢，1989）を参照すると，異文化

間結婚において心理的困難を抱えるのは，経済格差のある国や地域出身の女性たちに限ったことで

はない。しかしながら，韓国，台湾における研究は，グローバル経済というコンテクストにおける
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結婚移住女性を扱っているため，欧米出身の結婚移住女性は含まれず，主に経済格差のあるアジア

出身の女性が対象となっている。

　結婚移住女性のメンタルヘルスの状況について，多くの研究は，通常の状態あるいは産後いずれ

においても現地の女性よりも良好ではないと結論付けている。メンタルヘルスとの関連要因につい

て，さまざまな変数が検討されている。結婚移住女性のメンタルヘルス関連要因を表2にまとめた。

　結婚移住女性のメンタルヘルス関連要因は，6つの領域に分けられた。第1に結婚以前の要因，第

2から4に，本人，夫，家族の属性，第5に言語能力，そして第6に心理尺度である。心理尺度には，

ストレス（異文化・一般），変容・適応度，満足度（生活・結婚・QOL・苛々感），ソーシャルサポート

などがある。

　一方で研究手法上の課題として，韓国における研究レビューをおこなった Nho, Park, Kim, Choi 

& Ahn（2008）も指摘するように，それぞれの研究で使われている尺度や指標が多様であり，また

それらの翻訳手続きが適切に行われているか示されていない場合もある。対象の属性や規模も様々

であり，条件が統制されていない研究もあることから，変数の影響については慎重にならなければ

ならないだろう。

Ⅲ　研究2　日本における結婚移住女性のメンタルヘルス研究
1　はじめに―日本における結婚移住女性研究

　日本で異文化を扱う心理学は，1970年以降，課題や方法が多様化し，70年代後半には，大別する

と外国旅行の影響，在日留学生，文化学習法，カルチャー・ショックといったテーマが取り上げられ

てきた（渡辺・大塚，1979）。80年代から90年代初期にかけての在日外国人の精神保健に関する文

献レビューでは，対象者は中国帰国者（中国残留邦人で日本に帰国した人）である日本人の配偶者や

表2　メンタルヘルス関連要因
項　目

移住以前 夫との出会い

本人の属性 出身国
滞在年数
教育レベル

夫の属性 年齢
雇用形態
宗教

家族の属性 世帯構成（二世帯か一世帯か）
結婚年数
子の数
経済状況

言語 外国語能力

尺度 ストレス（一般・異文化）
文化変容度
生活適用度
満足度（生活・結婚・QOL・苛々感）
ソーシャルサポート
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留学生が多いこと，研究者の所属機関は医療・保健機関が最も多く，臨床現場のニーズが高いこと

が指摘されている（岡田・李，1995）。留学生については，多くの報告や研究がなされている（高井，

1989；譚・渡邊・今野，2011）。一方，結婚移住女性のメンタルヘルスを直接あつかった研究は少なく，

病院を受診した外国人患者に関する研究，在住外国人全体もしくは女性を対象とした研究，DV に

関する研究，外国人母親に関する研究の対象者として含まれている場合がある。したがって本節で

は，これらの研究から日本における結婚移住女性のメンタルヘルスについて整理するものとする。

2　方　法

　精神科を受診した外国人患者に関する研究は，「CiNii Articles」において，「外国人，精神」と検索

したところ，181件の論文が抽出された。このうち外国人労働者や日本人医療関係者を主たる対象

としたものを除き，外国人女性について言及している論文を抽出した。抽出された論文の引用から，

さらに論文を抽出し，8件の論文を対象とした。

　外国人女性に関する研究は「CiNii Articles」において，「外国人，女性」と検索したところ，424件

の論文が，「外国人，母親」と検索したところ，49件の論文が抽出された。このうち，日本国内にお

ける在住外国人女性を対象とした研究で，女性労働者が中心であるものを除いた。つぎに心理学，

医学，看護学，社会福祉学，社会学，日本語教育学といった分野からメンタルヘルス，外国人に関連

する論文を抽出した。結婚移住女性当事者に調査をおこなっている研究で，メンタルヘルスや適応，

ソーシャルサポート，満足度などが調査のテーマあるいは，従属変数となっているものを基準に選

定をおこなった。なお，内容から婚姻関係において日本人以外と婚姻関係にある外国人女性が主な

対象となっている研究は除いた。さらに該当論文の引用などから，論文を抽出し，最終的に27件の

研究が抽出された。

3　結果と考察

　精神科を受診した外国人患者に関する研究と外国人女性に関する研究を表3，4にまとめた。

1）精神科を受診した外国人患者に関する研究

　病院を受診した外国人患者の研究から，属性や症状，病名，誘因などを知ることができる。本節

では，外国人患者の特徴についてまとめた後，女性患者の特徴についてまとめることする。

　大西・大滝・中山・清水（1987）は，1976年から1985年にかけて東京慈恵医大付属病院精神科を受

診した外国人患者67例（男41，女26）について実態調査を行った。対象例を旅行者群，留学・ビジネ

スなどの一時滞在群，既婚者や永住権を持つ永住群に分け考察を行っている。年齢は30代が最も多

く，半数前後が精神科既往歴を有していた。また半数近くが救急例であり，これは外国人精神患者

の特徴の一つであるとしている。永住者群は，初期には国際結婚などでの夫婦間の葛藤などを背景

として発症するパターンと家族内力動の変化や個人の複雑な要因が絡み合い，来日20年～ 30年経っ

てから発症するパターンが見られた。さらに大西・中川・小野・檜山・野賀（1993）では，1986年以降

の6年間に受診した外国人患者との比較を行っている。依然高い割合ではあるが，救急例が43％か
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表3　精神科を受診した外国人に関する研究 
研究者 研究方法 調査地域 対象 規模（人） 主な出身国 主な診断名

阿部・比賀
（2004） 症例検討 東京 患者 80（男38，女42） ラテンアメリカ 気分障害

江畑（1988） 症例検討 東京 救急事例 26（男15，女9） 米国（5例）
精神分裂病
反応性精神病
躁うつ病

許（2010） 症例検討 福岡 患者 女3 中 国・フ ィ リ ピ
ン・ペルー ―

稲川他（1993） 症例検討 静岡 患者 49（男20，女29） ブラジル・
フィリピン

心因反応
神経症圏

大西他（1987） 症例検討 東京 患者 67（男41，女26）
中国・台湾
韓国・北朝鮮
米国

心因反応
躁うつ病
神経症

大西他（1993） 経時比較 東京 患者 68（男37，女31）
うち6名日本人
中国、台湾、中国、
台湾、

躁うつ病
精神分裂病
神経症

大西他（1995） 症例検討 東京 症状が強く
なった15例

15（男2，女13）
うち6名日本人

日本人以外は
中国，台湾，韓国 ―

辻丸・福山
（2003） 症例検討 福岡 患者

（東アジア除外） 12（男8，女4） 北米・中南米 ―

表4　外国人女性に関する研究
研究 対象者 方法 地域 規模（人） 主な出身国 主なテーマや変数

外
国
人
女
性
全
般

深谷
（2002）

集団健康診断
の外国人 質問紙 神奈川 110

女性45.8％
フィリピン・
日系ブラジル

ストレス・抑うつ・
ソーシャルサポート

平野
（2001） 在住外国人 質問紙 九州・山口 278

うち女性163
フィリピン・
ペルー・中国

生活満足度
社会的支援
精神的健康度

木村
（1998）  既婚女性 質問紙・

面接 ― 172 フィリピン・
ラテンアメリカ

生 活 問 題・ ソ ー
シャルサポート

Ozeki etal.
（2006） 学生の年代 質問紙 全国 143

うち女性67
第一言語が
英語・中国語

ストレス・精神的
健康度・女性

結
婚
移
住
女
性

桑山
（1995a）

日本人の
配偶者 症例検討 山形 4 フィリピン・

韓国 外国人花嫁

松本
（2001）

日本人の
配偶者 質問紙 関東・東海 135 フィリピン 孤独感・不安感

王（2005） 日本人の
配偶者 質問紙 都市・農村 50

うち女性33 中国 国際結婚

鈴木
（2012）

日本人の
配偶者 半構造化面接 東京近郊 20 アジア10名

欧米10名 異文化適応

Ｄ
Ｖ
被
害
者
女
性

林田・片岡
（2008） 妊婦（患者） 事例研究 東京 1 東南アジア DV

松本
（2004）

DV 問 題 を 抱
える日本人の
配偶者

面接調査 ― 5 フィリピン DV

仲里
（2015）

DV ／離婚問
題を抱える日
本人の配偶者

半構造化面接 沖縄 4 フィリピン DV
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研究 対象者 方法 地域 規模（人） 主な出身国 主なテーマや変数

外　

国　

人　

母　

親

浅海他
（2011）

未就学児をも
つ日本人の配
偶者

質問紙 ― 19 ―
育児ストレス・精
神的健康・自己開
示

藤原・堀内
（2007）

日本での出産
経験者 半構造化面接 東京 9 アジア・欧米 出産

橋本他
（2011）

日本で出産・
子育てを経験
者

半構造化面接 ― 18
ブラジル・
フィリピン・
中国・ペルー・
ベトナム

妊娠・出産・育児の
困難とそれを乗り
越える方略

橋爪他
（2003） 被疑者 精神鑑定 ― 4 韓国・タイ・

ブラジル 出産・育児

今村・高橋
（2004）

小2ま で の 子
がいる日本人
の配偶者

半構造化面接 首都圏 36 フィリピン 育児ストレス・ソー
シャルサポート

蛎崎
（2009）

日本で妊娠・
出産した中国
人母親

面接 農村 8 中国
妊娠・出産時にお
ける日本人家族と
の関係構築プロセ
ス

川崎・相原
（2012）

日本で出産を
経験し学童ま
での子どもを
育てた中国人
母親

半構造化面接 首都圏 8 中国 育児の困難と対処
プロセス

李他
（2015）

乳幼児をもつ
中国人母親 半構造化面接 石川県 20 中国 妊娠・出産・育児の

困難と支援

南野
（2016）

国 際 離 婚 し，
就学児のいる
母親

面接 ― 7 フィリピン 育児・ネットワー
ク

石ら
(2004) 外国人産褥婦 質問紙 福岡 33 中国・韓国 出産

鶴岡
（2008）

日本で初めて
出産・子育て
した日本人の
配偶者

面接 ― 3 中国・韓国・
フィリピン

2国間のジレンマ
と対処

魏（2015）
日本で子育経
験のある日本
人の配偶者

面接 ― 8
韓国・タイ・
中国・インド
ネシア・ブラ
ジル 

育児・ネットワー
ク

山中・中村
（2013） 母親 半構造化面接 大阪市 9 韓国・

フィリピン
ソーシャルネット
ワーク・ソーシャ
ルサポート

楊・江 守
（2010）

6歳までの子
供がいる中国
人母親

質問紙 関東 132 中国 育児ストレス

吉田他
（2009）

日本で子育て
する日本人の
配偶者である
フィリピン人
母親

グループ
面接 ― 8 フィリピン 育児困難・対処

鄭（2006） 在日中国人家
庭 半構造化面接 関西 19 中国 在日中国人家庭の

育児形態
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ら22％へ減少し，神経症やうつ病などの患者が積極的に受診するようになり，女性が増加傾向にあ

ることなどがわかった。また医療上の問題だけでなく，経済や法律上の問題が解決をより一層複雑

にしていることを指摘している。

　静岡県西部地域における外国人精神科受診者の調査を行った稲川・渥美・星野・宮里・大原（1993）

では，永住者の受診者には，女性が多いこと（55％），永住者では，身体症状で来院する例が多いと

報告されている。

　阿部・比賀（2004）は，外来を受診した在日ラテンアメリカ人80名について分析を行っている。発

病の契機として多文化間葛藤（17名）が最も多く，次いで夫婦間葛藤（15名），職場葛藤（12名），失恋

（6名），対人葛藤（4名），家族間葛藤（2名），交通事故（2名）であったとする。女性の場合，診断は，

気分障害（64.3％）が際立って多く，背景として仕事と家事の両立があり，ほとんどが夫婦間葛藤や

家庭内葛藤を抱えていた。また身体症状の併発も比較的多くみられたという。

　国際結婚例における患者についての考察（大西・山寺・中山，1995）でも，身体症状の訴えの多さ

が特徴としてあげられる。身体症状は，更年期障害や老化現象の一部として捉えられるが，うつ病

を伴うものなどは背景に，コミュニケーションの問題が考えられるとしている。また国際結婚の夫

婦が老いるにつれ，子どもの日本社会への適応による親の孤独や経済的基盤の脆弱性が背景として

指摘されている。ただし，この考察には，国際結婚した日本人も含まれている。

　精神科救急事例の24例を調査した江畑（1989）によると，来日前発症群において10例中6例が治

療中断による再発と考えられ，日本語能力の欠如や文化摩擦が主な誘因となった事例はなかった。

また来日後発症群においては，6か月以内の場合，国外に滞在することに関連した誘因が認められ，

11か月以降になるとより日常レベルの問題が関連していることがわかったが，言語障壁や文化摩擦

が主な誘因となったとは考えられなかったとしている。

　辻丸・福山（2003）は，1983年から2001年までに久留米大学病院の精神科を受診した外国人（12例）

について検討を行った。ただし，この研究では，多文化間ストレスをより鮮明にするためとして東

アジア人は除外されている。移住のストレスに脆弱であるとされる思春期世代と老人，主婦の事例

がみられた。また精神科既往歴を有する事例が複数あり，直接異文化ストレスが影響したと考えら

れないものと異文化ストレスが誘因と考えられるものの両方があった。精神科の問題として，コミュ

ニケーションの困難が指摘されている。同じ久留米大学病院の精神科を受診した外国人を対象とし

た研究では，許（2010）が既婚外国人女性の3例を挙げている。これらの事例では，出産というライ

フイベント，育児ストレス，頼れる人との別れ，日本語能力の不足が発症に関与していることが指

摘されている。

　以上，病院を受診した外国人の特徴として，精神科既往歴を有するものが一定数いること，急患

例が多いこと，女性の患者が増加傾向にあること，神経症やうつ病の患者が増えていること，身体

症状の訴えが多いことなどが挙げられる。その背景としてコミュニケーションの問題や異文化スト

レスが考えられるが，それらが直接的な誘因ではないケースも見られた。長く滞在するほど，言語

や文化といった問題だけでなく，家族の問題やライフイベントといったより日常生活での葛藤など
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複雑な背景があると考えられる。

　外国人女性患者の特徴として，増加傾向にあること，国際結婚などの長期滞在者の中にも患者が

いるこことがわかった。症状では身体症状が，診断では，気分障害が多い。その背景として，夫婦

間葛藤，家庭内葛藤，更年期障害，コミュニケーションの問題，出産や子の自立といったライフイベ

ントなどが指摘されている。外国出身者の抱える問題として，真っ先に目を向けられるのはコミュ

ニケーション，言語の問題であるが，結婚移住女性のメンタルヘルスを考える場合には，言語だけ

でなく，日常生活やライフイベント，老化にも着目して行く必要があるだろう。

2）外国人女性全般に関する研究

　Ozeki，Ushijima，Knowles & Asada（2006）は，精神健康度調査票（GHQ30）を用いて，在日外国

人女性の異文化ストレスの要因とメンタルヘルスの状態について調査を行った。調査協力者は，第

一言語として英語もしくは中国語を話す者で，大学を通じて質問紙が配布されたため，学生もしく

は大学関係者が多く含まれていたものと思われる。結果として，女性は男性よりもメンタルヘルス

上ハイリスクであり，年齢が高くなるほどストレスを感じていた。特に「孤独」「ホームシック」「来

日してからの不安増加」がストレス要因となることが明らかとなった。

　一方，平野（2001）では，精神的健康，社会的支援において男女差はみられなかったと報告されて

いる。生活不満足度の「日常生活の情報が少ない」において男女差がみられ，男性が女性よりも高く，

不満に感じていた。深谷（2002）でも文化変容ストレス，ソーシャルサポート，抑うつ度に男女差は

みられず，文化変容ストレスと教育レベル，滞在年数との関連，および抑うつレベルと教育レベル，

帰属サポート，文化変容ストレスとの関連が示された。

　滞日外国人女性を対象とした研究（木村，1998）では，質問紙とインタビュー調査によって，心理

社会的問題と就労形態が調査され，社会的支援についての提言がなされている。調査協力者は，主

にフィリピンとラテンアメリカ系の20代と30代の既婚女性であった。高いレベルのストレスを示

す項目として，「（本国と離れているゆえの）寂しさ」，「病気になったときの心配」，「問題が起こっ

たときの相談先がわからない」といった項目が挙げられた。ソーシャルネットワークに関しては，

友人として同じエスニック背景をもつ友人と日本人が半々であること，地理的に近い場所が交流の

場になっていることが明らかになった。また日本での長期滞在におけるニーズとして，日本語学習

のプログラムが挙げられた。

　以上の研究をまとめると，3つの研究のうち，1つでは女性のほうがハイリスクであると指摘され

ている。ストレスが高い項目として，寂しさや孤独，ホームシックといった孤立感や不安感がある

こと，抑うつとストレス，ソーシャルサポートに関連があること，日本人と同国人どちらともネッ

トワークをもっているといったことが明らかにされている。

3）結婚移住女性に関する研究

　王（2005）は，日中国際結婚の満足度・適応度・サポートの必要度の検討を行っている。日中国際

結婚をした中国人を対象とし，都市・男性，都市・女性，農村・女性の3郡に分けて考察を行った。

満足度は，経済以外の人間関係・交流・文化体験・言語の4領域において，農村・女性より都市・女性，
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都市・女性より都市・男性が有意に満足していた。適応度は，人間関係，異文化適応，心身健康・情緒，

ストレッサーすべての領域において，都市・女性の方が農村・女性より適応度が高く，人間関係，心

身健康・情緒，ストレッサーの3領域では，都市・男性の方が都市・女性よりも適応が高いことがわかっ

た。サポートの必要度に関しては，生活環境・文化風俗領域において農村・女性が都市・女性よりも，

都市・男性が都市・女性よりもサポートを必要としていることがわかった。これらの結果から農村・

女性が最も好ましくない状況に置かれていることが示唆された。

　松本（2001）は，フィリピン人妻を対象に夫婦関係の調査をおこなった。「家庭内での孤独感」と夫

への要望項目である「在日友人との交流」，「一緒に外出」との間に中程度～強い相関があること，「夫

との生活に対する不安感」と夫への要望項目である「母国家族との交流」との間に中程度～強い相関

がみられた。このことから，夫との関係では，夫が在日コミュニティとのつながりを持ったり，一

緒に外出する人ほど孤独感が少なく，夫が母国の家族と交流をもっている人ほど不安が少ないこと

が明らかとなり，フィリピン人妻は，夫と自分の友人や家族が交流することを望んでいることが示

唆された。

　鈴木（2012）では，日本人男性と国際結婚した外国人女性へ半構造化面接を行い，異文化適応と精

神的健康について調査を行った。多くの国際結婚研究が，アジア出身者に偏る中，この研究では，

半数が欧米出身者であった。過半数が現在の生活に満足している一方で，6割が心配事，不安，悩み

を抱えており，夫にかかわる事柄が目立ったとしている。日本社会の問題として，男性優位・女性

蔑視，アジア蔑視，仕事中心，画一性などがストレスの原因となっており，特にアジア出身者は，ア

ジア蔑視を，欧米出身者では仕事中心を問題としていた。

　結婚移住女性の研究の中で，いわゆる「外国人花嫁」の精神的問題について取り上げたものがいく

つかある（桑山，1994，1995a，1995b，1998；五十嵐，1995）。「外国人花嫁」とは，1985年に行政主導

により始められた外国人女性との集団お見合いによって注目を集めた。彼女たちは，言葉も通じな

いまま，簡単なお見合いを経て，嫁不足に悩む日本の農村に嫁ぎ，このような結婚は，｢お見合いツ

アー結婚」として社会問題となった（宿谷，1998）。韓国や台湾で多くみられる研究同様に，経済的

格差を背景とした，主にアジア諸国出身女性との結婚に着目した研究である。精神科医として彼女

たちと関わりをもった桑山は，時間の経過に伴うストレスの山場を，不安，怒り，疲労，ホームシック，

アイデンティティをキーワードに分析した（桑山，1995a，1998）。その他のストレスとして，桑山

（1995b，1998）は季節的・周期的なストレス，宗教・言語をめぐるストレス・日本人家庭内でのスト

レスを挙げている。また五十嵐（1995）は，地域の日本語教室は，単なる語学の習得だけではなく，「外

国人花嫁」たちが抱える悩みを訴える場となっていることを報告している。

　結婚移住女性に関する研究をまとめると，農村に嫁いだ外国人女性のメンタルヘルスのリスクが

高いといえる。ストレスでは，夫婦間葛藤や家庭内葛藤に加え，社会の問題として，男尊女卑，アジ

ア蔑視，仕事中心，画一性などが指摘されている。サポートとして，夫との関係を深めることや日

本語学習および日本語学習を通じた人との交流などが挙げられている。
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4）DV に関する研究

　当事者に対する調査は少ないものの，DV（ドメスティック・バイオレンス）に関する研究や報告

がいくつかおこなわれている。欧米の研究（Dickerson & Frydenlund，2013； Noorfarah，2008）で

も指摘されているように，結婚移住女性が配偶者に頼らなければないという社会制度が DV の背景

にある。国際結婚の場合，在留資格の問題，自立することの困難さや子どもの親権を巡る問題など

から DV が顕在化しにくく，また DV を受ける生活から抜け出すことが難しい（仲里，2015；李，

2004；林田・片岡，2008）。松代（2004）は，一般的な DV の形態に加えて，国際結婚の場合，法的立

場を利用した暴力，文化的暴力，言葉の差別があると指摘する。また金・津田（2015）は，支援団体

への調査を通して，結婚移住女性側の課題として社会資源利用のノウハウ不足とアフターケア継続

の困難さを挙げている。

　林田・片岡（2008）は，DV から逃れてきた外国人妊婦の事例について報告しており，DV による

妊娠・出産，および精神的健康への重大な影響があったとしている。また松本（2004）は，フィリピ

ン人 DV 被害女性の事例から，サポート源としてはじめに自国の友人や教会といったパーソナル・

ネットワークにつながり，その後ソーシャル・ネットワークにつながり，民間のシェルターや社会

福祉施設に落ち着くというプロセスを明らかにしている。

　外国人女性の DV の場合，社会制度の問題，ジェンダーの問題，マイノリティの問題，経済的問題

など複雑に絡んでいる。李（2004）が指摘するように，このようなハイリスクな状態にある外国人女

性であれば，なおさら心身への影響が大きいことは想像に難くない。外国人女性の DV に関する研

究では，被害者女性を対象とした研究は少なく，被害女性のメンタルヘルスよりも主に背景や社会

的支援といった視点から論じられている。

5）外国人母親に関する研究

　結婚移住女性に関する研究の中で，最も蓄積があるのは外国人の母親に関する研究であろう。異

文化ストレスについて研究レビューをおこなった歌川・丹野（2008）は，45.9％が在日外国人女性の

妊娠・出産・育児に関する母子保健研究であったとする。外国人母子は日本人母子に比べて，周産

期リスクが高いグループであることが指摘されている（平野，2003）ため，母子保健に関する研究が

多いことが推察される。もちろん外国人母親には，日本人男性と結婚した結婚移住女性に限ったも

のではないが，多くの研究において，結婚移住女性が含まれている。

　分娩直後の心理状態について日本人女性と比較した研究では，心と体の健康状態・不安度・自律

神経症状・抑うつ状態において，いずれも外国人女性の方が日本人よりも有意にスコアが高く，分

娩直後の心理状態が日本人に比べ不良であることが明らかとなっている（石・石・高橋・坂井・吉田・

柏村，2004）。出産において，コミュニケーションの不成立や異文化の環境への戸惑いから，出産体

験が孤独感と疎外感の強い体験となることも指摘されている（藤原・堀内，2007）。

　妊娠・出産・育児において外国人母親の問題として，鶴岡（2008）は，外国人母親が日本文化を選

択することで母国文化に従うことができないことから，ジレンマが生じているとした。李・木村・

津田（2015）は，言葉や習慣の違い以外に中国人母親の問題として，『家族からの子育て支援のバリ
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ア』，『母親への精神的な影響』があることを明らかにした。言葉や文化の問題だけでなく，日中間

における夫の育児休暇取得率の違いや子育て支援として親族を呼び寄せる困難さ，仕事と育児の両

立の難しさからキャリアへの不安など社会制度やジェンダー感の違いが問題を生じさせているとす

る。中国社会と比較して日本は共働き率が低く，母親に育児が任される傾向にあることや親族の育

児サポートが得られにくいこと（楊・江守，2010；鄭，2006）も指摘されている。また子どもが成長

してくると，子どもが母親よりも日本語や日本文化に精通するようになり，母親の地位が低められ

ることで葛藤が生じるという報告もある（吉田・春名・大田・渡辺・Uayan・松島，2009）

　橋爪・小畠・佐藤・蓑下・淺川・森田・中谷（2003）は，女性外国人被疑者の精神鑑定4事例を通して，

異文化での出産・育児は，文化による育児法の違いや言葉の問題など家族間に葛藤を生じさせる要

因となること，さらに母親役割を負うことによって日本社会への一層の適応を強いられることに注

目し，これらのことが精神障害の発症と犯罪の背景になりうるとした。

　育児ストレスのメンタルヘルスへの影響について，浅海・安庭・野島（2011）は，未就学児をもつ

外国人母親に質問紙調査を行い，日本人母親と比較をおこなった。育児ストレスや精神的健康（身

体的症状を除く）に大きな差はみられなかったが，外国人母親の方が夫への自己開示が高く，外国人

母親にとって話し相手として夫が重要な存在であることが示された。また日本人母親では育児スト

レスの多くの下位尺度と精神的健康に相関がみられたが，外国人母親の場合には，一部にしか相関

がみられず，外国人母親の精神的健康は育児ストレス以外にも多くの影響を受けていると結論付け

ている。

　今村・高橋（2004）も，育児ストレスとソーシャルサポートという視点から，外国人母親と日本人

母親との比較を行っている。外国人母親・日本人母親ともに，母親の精神健康度に最も影響する要

因は，育児ストレスの中の育児困難感であった。また両群を比較した場合，外国人母親のほうが日

本人母親よりもより強固なソーシャルサポートを持っており，育児ストレスが低いことが明らかに

なった。つまり外国人母親の場合，ソーシャルサポートによって，育児ストレスが緩和されている

ことがわかった。しかしながら，一部の外国人母親の中には，抑うつ得点が高いハイリスク群が存

在していた。

　外国人母親のソーシャルサポートについて，山中・中村（2013）は，日本への移住に伴いソーシャ

ルネットワークの再構築を迫られること，情報的サポートは知り合い程度関係でも受けられる一方

で，交際的・情緒的サポートは親しい人とのつながりから，実質的な子育てに関する道具的なサポー

トは家族から受けていることを明らかにした。

　外国人母親の子育てネットワークの特徴として，自身の親族ネットワークの欠如，夫の役割の重

要性，子の成長によるネットワークの縮小，拡大家族における家族外ネットワークの欠如が指摘さ

れている（魏，2015）。またジェンダーに起因する夫や夫家族からの制限や干渉によりネットワーク

の発展が妨げられることも示されている（南野，2016）。

　橋本（2011）では，ソーシャルサポート以外の対処方略について，「やり過ごす」というネガティヴ

な方略が取られていることを明かにした。このような方略を取る場合，リスクが高くなる恐れがあ
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り，エスニックコミュニティを通した情報発信や医療従事者の積極的な介入が必要であるとしてい

る。

　妊娠・出産・育児のプロセスに着目した研究では，日本人家族との関係の変化や異文化適応プロ

セスとの関連が指摘されている。蛎崎（2009）によると，妊娠期は，異文化や日本家族への溶け込み

時期と重なること，日常の役割の軽減や免除が暗黙の合意の下に行われる特別な時期であることか

ら，日本人家族との問題が表出しにくい。一方で，産褥期には，習慣の差が大きくなることから，家

族の役割期待に差が生じ，互いに柔軟に対応できない場合には，問題が表面化することがあるとし

ている。

　川崎・麻原（2012）は，中国人母親は，日本人母親をモデルとするモデリングから日本と中国の文

化特性をもつ考え方や行動の仕方などを身につけ，新たな自己の枠組みを持つ母親になる

（mothering）経験をしているとした。また中国人母親が育児で遭遇する困難に対処するプロセスに

おいて，異文化適応のプロセスと同様の現象が起こっており，育児の過程で自文化の再統合と日本

の文化との共生を図り，異文化適応していることが明らかとなった。

　以上，外国人母親のメンタルヘルスについてまとめると，妊娠・出産・子育てにおいて，言語，文化，

ジェンダー観，制度の違いにより様々な問題が生じうることが明らかとなっている。日本人母親と

比較して育児ストレスは高くないが，ソーシャルネットワークの構築に困難や制約があり，妊娠・

出産・子育てに関わるソーシャルサポートは家族とくに夫に偏っているという特徴がみられる。一

方で，妊娠・出産・子育てというプロセスを通して，日本人家族との関係構築や異文化適応もおこな

われている。

4　考　察

　研究の視点として，ストレスなどの問題や困難の分析，育児とストレス，ソーシャルネットワーク，

ソーシャルサポート，国際結婚における異文化への適応，DV などがある。彼女たちの抱える困難

として，言語の問題やホームシックがあることがわかった。とくに外国人女性は，男性よりもメン

タルヘルス上ハイリスクであり，農村部の女性のほうがさらにリスクが高いことが示された。

　また DV 被害について，結婚移住女性は，社会制度の問題，ジェンダー問題，マイノリティ問題，

経済的問題からリスクが高く，DV 被害が顕在化しにくく，逃げ出しにくいという状況が明らかに

なっている。その他のリスクが高まる機会としては，妊娠・出産・育児が挙げられる。妊娠・出産・

育児を通して，日本社会へのさらなる適応が求められるからである。これらのリスクは，ソーシャ

ルサポートによって軽減する。サポート源は，主に夫や同じエスニックグループである。しかしこ

のようなサポートが得られない場合には，日本社会からの積極的な働き掛けが必要とされるという

ことが明らかになっている。

　研究上の特徴として，質問紙調査では，フィリピン出身者が多く，全体数では多い中国や韓国出

身者を対象とした研究が少ないということが指摘される。また首都圏での研究が多く，地方で点在

して暮らしている外国出身者に関する研究はあまりみられない。地方では，同じエスニックグルー

プのサポートを受けられるとは限らない。このような状況で，外国出身者はどのように地域に適応
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してくのかという視点が必要である。

　また韓国や台湾と比べて，量的調査が少なく結婚移住女性のメンタルヘスの全体像がつかめてい

ない。精神的健康はどのような状態にあるのか量的には捉えられておらず，まずは標準化された指

標をもってメンタルヘルスの状態を捉えることが必要である。そうした上で，ストレスやサポート

の関連を量的に検討することで，より具体的な対策や支援を考えることが可能になる。

　事例研究，特に症例検討においては，医療モデルといった研究の性質上，原因・問題追求型の研究

に偏っている。日本の異文化適応研究は，実のところ「異文化不適応研究」ではないかと指摘される

（歌川・丹野，2008）ほど，問題に主眼が置かれている。問題がどう解決されていくのか，解決に目を

向けていく必要があるだろう。近年，ネガティヴな影響や問題に焦点を当てるのではなく，人間の

強みや長所に着目するという新たな方向性が注目されている（Seligman & Csikszentmihalyi，

2000）。これまでの研究では，当事者の経験や語りの分析から，当事者の問題解決能力について十分

に検討されてきたとは言い難い。そこで当事者の経験や語りに着目することで，問題解決の示唆を

得ることが可能になるだろう。

　また結婚移住女性のメンタルヘルスとライフイベントの関連が指摘されているが，原因・問題追

求型の研究では，問題が起こる過程までしか捉えていない。結婚移住女性のような長期居住者の場

合には，長い異文化生活のなかで，様々なライフイベントがあり，また大小さまざまな危機的状況

が起こりうると考えられる。ライフストーリーの視点から，そのようなプロセスを捉えることで，

よりマクロな視点に立った異文化適応過程がみえてくるだろう。今後，日本は超高齢化社会を迎え

る。高齢化していくのは，日本人に限ったことではない。来日初期や出産，子育て期だけに着目し

た研究ではなく，より包括的，マクロな視点に立った異文化適応研究が必要であるといえる。

Ⅳ　総合考察
　韓国，台湾での結婚移民女性に関する研究は，英語と日本語の文献に限ったことではあるが，量

的分析が蓄積されつつあり，結婚移住以前の要因，本人，夫，家族の属性，言語能力，ストレス（異

文化・一般），変容・適応度，満足度（生活・結婚・QOL・苛々感），ソーシャルサポートとメンタルヘ

ルスの関連が指摘されている。また結婚移住女性のメンタルヘルスは，現地女性と比べて良好では

ないことが明らかとなっている。一方で，韓国，台湾における研究は，グローバルな経済格差を背

景とする主にアジア諸国出身の結婚移住女性しか対象としておらず，欧米などその他の国出身の結

婚移住女性のメンタルヘルスについては検討されていない。結婚経緯や国家間の経済格差，グロー

バルな社会における文化的ヒエラルキーは，結婚移住女性のメンタルヘルスに影響を与える要因と

なる可能性はあるだろう。しかしアジア諸国出身者だけに，対象が絞られていることで，このよう

な要因の量的な検討はなされていない。また異文化において，文化葛藤やストレスを抱えるのは，

アジア諸国出身者に限ったことではない。より対象者を広げた包括的な結婚移住女性のメンタルヘ

ルス研究が必要とされる。また尺度や指標が多様であり，研究の信頼性や妥当性には課題が残る。

　日本における結婚移住女性の抱える問題は，以前から様々な分野において指摘されていた（五十
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嵐，1995；桑山，1995；武田，2011；賽漢卓娜，2011；佐竹・ダアノイ，2006；宿谷，1988）。しかしな

がら心理学的研究において，外国人留学生に関する研究が最も蓄積のある分野であり，結婚移住女

性に関する研究は非常に少ないことが指摘できる。留学生や労働者と異なり，組織に属さない日本

人配偶者などの外国人は，量的に捉えにくく，小規模な質問紙，事例，外国人患者を中心に研究が行

われており，母子保健に関する研究が最も多かった。

　韓国・台湾の研究と比較して日本における研究は，個々の研究が部分的で，在住外国人女性のメ

ンタルヘスの全体像を捉えた研究がないことが指摘できる。量的研究では，データ数が少ないこと

から，尺度の検討や変数間の分析はされず，メンタルヘルスとストレス，ソーシャルサポートなど

の関係を扱ったものは少ない。また問題が顕在化した個別の事例研究・症例研究が中心であり，い

わゆる問題解決にはあまり目が向けられてこなかったことが指摘される。原因追及ではなく，問題

解決の視点から事例を検討することで，より現実的な支援を考えることに繋がるのではないかと思

われる。さらには，出産や子育てといった一定期間の適応だけでなく，長期的視点に立ち，ライフ

イベントとの関連から結婚移住女性の心理的適応プロセスを考察する必要があるといえる。

付記

　「研究2　日本における結婚移住女性のメンタルヘルス研究」は，一條（2012）に新たな資料を加え

て，書き換えたものである。また本研究は，公益財団法人上廣倫理財団，平成26年度研究助成を受

けました。心より感謝申し上げます。

【注】
1		  日本とアジア諸国との経済格差を利用して農村男性の結婚難を解消するために行われた「売買婚」であり，お金の

ために日本人と結婚した「かわいそうな女性」と女性の人格を尊重しない日本人男性といった否定的な言説（武田，

2011）。

2		  Newly Industrializing Economies「新興工業経済地域」韓国，台湾，香港，シンガポールなどの10か国
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	 The aim of the study is to review mental health studies regarding marriage immigrant 

women in Japan, Korea, and Taiwan. 1） There were 21 scholarly articles in Korea and Taiwan 

written in English or Japanese. 2） There were 34 articles that originated in Japan on foreign 

patients who visited a psychiatrist, foreign people who lived in Japan, marriage immigrant 

women, domestic violence victims, and foreign mothers.

	 The results of this literature review confirm 1） the mental health of married immigrant 

women is not better than that of the local women in Korean and Taiwanese studies. It is clear 

that these studies’ subjects tend to be immigrant women from a country that has an economical 

gap from Korea and Taiwan; although these studies have used various scales and measures, 

there are still issues of reliability and validity. 2） Moreover, mental health studies about marriage 

immigrant wowen in Japan are inchined to maternal ando child health domain, and there are few 

large-scale quantitative regearch.
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